
 

 

 

１．地域福祉支援員とは？（生活支援コーディネーター） 

三田市社会福祉協議会（以下、社協）では、地域での『つながり・見守り・支え合い』を

推進し、誰もが安心・豊かに暮らせる住民主体の地域づくりをサポートするため、市域を

含む 11 の圏域（市域、三田、三輪、広野、小野、高平、藍、本庄、フラワー、ウッディ、

カルチャー）に７名の『地域福祉支援員』を配置しています。 

 

圏域 地域福祉支援員 

《参考》 

三田市 

地域担当職員 

地域包括支援 

センター 

市域 1 名（地域福祉支援マネジャー）  1 センター 

三田 

1 名が兼務 

1 名 
1 センター 

三輪 
三輪南 1 名 

三輪北 
1 名が兼務 

1 センター 小野 
1 名が兼務 

高平 1 名 

広野 
1 名が兼務 

1 名 
1 センター 

本庄 1 名 

藍 1 名 1 名 1 センター 

フラワー 1 名 1 名 1 センター 

ウッディ 
1 名が兼務 1 名が兼務 1 センター 

カルチャー 

計 7 名 9 名 7 圏域 

 

地域福祉支援員の主な役割は、以下の通りです。 

□ 地域の基本的な情報や特徴、強みや課題の把握［知る］ 

□ 身近な相談窓口機能として、地域に出向き暮らしの困りごとを把握［知る］ 

□ 社会問題や地域生活課題等の啓発、地域福祉学習の推進［伝える］ 

□ 今後の地域づくりに向けた計画や目標づくりの支援［共有する］ 

□ 地域での暮らしを支える・豊かにする活動（仕組み）の立ち上げ支援や、それらを

持続的に運営するための支援［(一緒に)創る］ 

□ これまで地域（福祉）とつながりが薄かった企業・団体・個人、困りごとや暮らし

づらさを感じている当事者の地域活動への参加促進（新たな担い手づくり、ネット

ワークづくり）［結ぶ］ 

また、地域福祉支援員は以下のことに重きを置いています。 

□ 住んでいる人が中心・主体的に進める地域づくり 

□ 多様な人々が関わり、話し合い（協議の場）を重ねながら進めていく地域づくり 

□ 「私の困りごと」を「私たちの困りごと」とし、地域住民、関係機関の地域内・外

の力を合わせて、新たな地域活動を生み出す地域づくり 

生活支援体制整備事業について 



報告１ 『“まずは出会うところから”支え合える地域に向けて』 

１）概要 

Ｋ区の自治会事務局長が、高齢化が進んだ丁目でゴミ出しの困りごとの声を聴いて、自

治会員向けにゴミ出しを中心とした生活支援活動の立ち上げを目指して「生活支援を考え

る会」を発足する。自治会、既存の生活支援グループ（Ａグループ※）、異なる年代の住民、

民生委員が自治会や地域に対する想いを語り、生活支援について検討を重ねている。 
※農業や公園草刈りを中心としたボランティアグループでゴミ出しなど生活支援活動の実施はない。 

２）事例の流れと地域福祉支援員の意図・関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）成果・効果 

(初回)集まった住民から参加への想いを聞く。 

(５回目)アンケート結果：15/200世帯回答 

・困りごとなし 13世帯 

・困りごとあり 2世帯(緊急性なし) 

・支援できる 10世帯 

※Ｆ地区 生活支援団体Ｈグループの定例会

に参加（Ｋ区住民 1名参加） 

(２回目)事務局長の依頼で司会進行。 

意見①活動者が集まるか②調整役になる人が 

見つかるか③困っている人は本当にいるか 

④必要ない世帯からも依頼される可能性⑤ゴ 

ミ出しの方法や周知の問題ではないか。 

決まったこと：ニーズ把握のため地区を限定 

してアンケート調査する。 

(６回目)茶話会：①包括から役割や支援が必 

要な世帯の実態を紹介。 

②2人組でゲームを通して交流。 

事務局長：3月にグループ化の話の予定であっ 

たが、次回も茶話会を開催したい。 

参加者：会議名に参加のハードルを高く感じ 

じるので、会議名を変えてはどうか。 

令和 7年 10月 

令和 7年 10月 

令和 8年 1月 

令和 8年 2月 

 

 

 

 

 

・住民同士の関係性や意欲を把握したい。 

▶事前に内容を把握し、発言は最低限にする。 

・参加者それぞれが持つ『Ｋ区のイメージ』を可

視化できるよう、地図をもとに地域の様子を話し

合いたい。 

・一緒に悩み、次回の場づくりについて話し合い

たい。 

▶当日会議の進行、地域課題の投げかけ。 

▶会の後に事務局長と振り返りの機会をつくる。 

※リーダーの想いや不安を知る機会となる。 

①役割をもって助け合いのできる地域にしたい 

②参加者から担い手が生まれない（孤独感） 

③任期中に活動開始したい（焦りや不安） など 

・参加住民から活動に向けた声が挙がらないの

で活動希望者を拡げたい。 

・意欲の高い住民を見つけたい。 

▶アンケートで支援できる人を聞くことを提案 

▶やりがいや活動実態を知る機会となるよう、他

地区生活支援 G定例会参加の呼びかけ。 

・参加住民や支援できる人がまず仲間になっても

らいたい。 

・専門職の関わりを作りたい。 

▶ゲームを通じて活動で感じること(一人ひとりの

感覚や生活が異なることの気づき)をイメージし

てもらう。 

▶包括支援センターへ参加呼びかけ。 

できごと ・意図 ▶ 関わり 

次回テーマ「住み慣れた地域で生活し続けられ 

るために」に包括のミニ講話やゲームで交流 

報告資料１ 



〇行動力のある事務局長がけん引していた場が、皆で考えて横並びで進めていく場になっ 

た。(住民同士の協働) 

〇ご近所付き合いが育まれにくいニュータウンで自治会が仲間づくりをサポートする活動 

になりつつある。(参加しやすい地域づくり) 

〇初回不参加で関心が低かった自治会長が会を重ねる中で前向きになって事務局長と伴走

するようになった。自治会長自ら近隣者の支援をしている住民に活動内容や想いを会で

話すよう投げかけて実現している。(主体性の向上) 

〇自治会からのサポートが得られるようになり、生活支援グループＡと力合わせできる関 

係になりつつある。(支え合いの地域づくり) 

 

 

 

 

 

 

 

４）課題 

〇生活支援グループとして主体的に活動したいと手を挙げる住民を見つけていく。 

〇アンケートを取った地区では担い手の手が挙がったもののそれ以外の地区ではこれから

担い手を見つける必要がある。 

〇アンケートの回収率が低いため実態が把握できていない可能性がある。 

〇生活支援グループＡとの具体的な役割分担はこれから調整が必要になる。Ａグループか 

らは、早く体制が整うよう求められている。 

〇丁目によって世帯構成が異なるため生活課題が地域全体の課題として受けとめられづら

い。→対象を高齢者に絞らず全世帯とすることを視野に入れていく。 

▲前半の様子(講座形式) ▲後半の様子(車座形式) 



 

報告２『障害事業所を拠点とした交流の機会づくりから買い物支援への展開へ』  

１）概要 

地域の中で顔を合わせる場所や商店がなくなり課題が聞こえてくる中、障害事業所の NPO

法人理事長より、地域住民との交流を通じた障害への理解促進や地域貢献への想いを伺っ

た。まち協や近隣住民、企業等と対話を重ね、障害事業所を拠点とした地域の方が交流で

きる場づくり、そして障害者とのゆるやかな交流から障害への理解促進、買い物支援への

展開へとつなげている。 

２）事例の流れと地域福祉支援員の意図・関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障害事業所と地域のＮサロンが互い

に行き来し、活動に触れ、交流する

機会を設ける。 

・障害事業所とコープこうべとの打合

せ（まち協代表も一部参加） 

令和 7年 11月 

令和 7年 11・12月、令和 8年 1・2月 

 

 

 

 

・ 障害事業所と地域とのつながりが少なく、「何をし

ているところか」をまずは理解してもらい身近に感

じてもらう。サロン活動の視察を通して地域拠点づ

くりをイメージしてもらう。 

・ 地域の住民に対し地域交流拠点への関心をもっ

てもらう第一歩としたい。 

▶ 各々へ働きかけ、交流の機会を調整した。 

・ 理事長の想いと買い物支援を掛け合わせること

で、様々な方が交わり、力合わせが出来る拠点と

しての相乗効果を目指す。 

▶  理事長にコープの新たな試みを紹介し、顔合わせ

の機会を調整した。 

できごと ・意図 ▶ 関わり 

・ 他市の取組みを共に学ぶことで、拠点のイメージ

づくりに向け、「地域と共に創り上げる」プロセスを

体感することを目指す。 

▶  まち協（小南氏、広瀬氏、中西氏）、ホットステーシ

ョン村井氏、藍地域包括支援センターへ視察の打

診、調整をした。 

・Ａ小学校区まち協の役員へ理事長の

想いを共有 

令和 8年 2・3月

月 

 

 

 

 

 

令和 8年 1月 

 

 

 

 

 

・ 障害者事業所単体の取組みだけでは地域への拡

がりに限界があるため、まち協の協力を得ながら

展開していきたい。 

▶ まち協のキーパーソンである三者へ一同に共有し、

展開への後押しとなる機会を設けた。 

・Ｂ市サロン視察 

・Ｔ市サロン視察予定 

・（3月下旬）コープ宅配の受け取り

拠点「めーむひろば」を障害者事業

所で開始（スタッフを対象） 

令和 8年 3月～ 

 

 

 

 

 

・ホットステーションとコープとの打合せの機

会を調整 

▶ 村井氏との対話を重ね、想いや進捗状況を伺

う。 



 

３）成果・効果 

〇 障害者事業所とＮサロンが出会う機会を設けて以降、Ｎサロンの参加者が障害者事業所

を訪れクッキーを購入するなど、地域とのつながりが拡がり、障害理解の促進につなが

る動きが生まれた。以前はほとんど認知されていなかったことを踏まえると、大きな前

進である（共生に向けた理解促進）。 

〇 障害者事業所へコープの買い物支援の提案をしたことにより、スーパー撤退の地域課題

をより身近な課題として捉える機会となり、障害事業所とコープとの打合せが重ねられ、

コープの宅配受け取り拠点「めーむひろば」が 3月下旬より障害者事業所で開始される

こととなった。（企業との協働）。 

〇 理事長の想いだけでは拡がりに限界があったが、支援員の働きかけを通じて、地域の住

民や関係者の障害理解や交流への関心が高まり、地域全体で協力して取り組む理解者ネ

ットワーク形成に向けた第一歩を着実に進めることができた（ネットワーク形成支援）。 

〇 Ａ小学校区まち協の活動は休止中であるが、三者への打合せをきっかけに他市のサロン

視察への関心が高まるなど、地域づくりに向けた機運が生まれている。まち協再開の必

要性を再認識する機会となり、今後の具体的な展開へとつながる可能性がある（地域の

自治力・主体性向上）。 

 

 

 

 

  

 

 

 

４）課題 

〇地域住民は車での移動が中心であるため「めーむひろば」だけでは、障害者事業所へ来

所される方は一部に留まると考えられる（あくまでピースのひとつと想定している）。そ

のため、地域拠点における様々な活動が展開されるよう地域への働きかけや力合わせが

引き続き必要である。 

〇地域拠点づくりに向けて「こんなことをしたい！」という想いが交わるワークショップ

等の機会を設けていきたいが、現時点ではまち協の推進体制は十分とはいえない。今後、

協議を重ねながら推進力を育み、地域づくりをともに進めていく。 

ていきたい。 

▲Ｎサロンへ障害者事業所 理事長・

職員らがクッキーを持参し訪問 

▲障害者事業所と 

 コープこうべの打合せ 

 

▲障害者事業所へ 

Ｎサロンの活動者が訪問 


